
新型コロナウイルス感染症への
対応について

【第２報】
（医療機関向けのリーフレット）

◼ 位置づけ変更後の応招義務の考え方について

◼ オンライン診療について

◼ オンライン服薬指導について

◼ 位置づけ変更に伴う主な診療報酬上の

特例の取扱いについて

◼ 位置づけ変更後の医療従事者の就業制限解除の考え方に

ついて

前回発出したリーフレット（第１報）
◼ 治療について
◼ 院内感染対策について①
◼ 院内感染対策について②
◼ 医療機関におけるマスク・面会について
◼ 体調に異変を感じたら（国民の皆様への周知）

○ 今後、以下のリーフレットも発出予定です。

◼ 設備整備等への支援措置

リーフレットは
こちら

第２報

○ 新型コロナウイルス感染症については、５月８日からの感染症法上の

位置づけ変更に伴い、幅広い医療機関で診療に当たっていただくことが

できる環境を整備することが重要です。

○ 今般、第１報のリーフレットに続き、ご対応いただく各医療機関向け

に、以下のリーフレットを作成いたしましたので、ご活用ください。

今回発出するリーフレット（第２報）

新型コロナウイルス感染症については、厚生労働省の「新型
コロナウイルス感染症について」のページをご覧ください 検索新型コロナ厚労

2023年４月17日



オンライン診療について
（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 ）

電話やオンラインによる診療を行う場合の診療報酬
ệ Ị ךּ ךּ ︣ ḭ令和５年７月

31 日までに施設基準を届け出て、指針に沿った診療を行う必要があります

※２ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえた時限的・特例的な取扱いの留意事項
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◼ その上で、患者が発熱や上気道症状を有している又はコロナにり患している若しくはその疑

いがあるということのみを理由にḭ ︣ כֿ ḭ
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19 ể וֹףּ ︣ ṡ Ṣ ︡ ךּ ḭ発熱等の症状を有す

る患者を受け入れるための適切な準備を行うこととし(※)、それでもなお診療が困難な場合

にはḭ שּ ︡ ︡ לּ

位置づけ変更後の応招義務の考え方について
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令和５年７月31 日まで 令和５年８月１日以降
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オンライン服薬指導について
（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 ）

◼

ệ7 31

◼ オンライン服薬指導を行う場合は「オンライン服薬指導の実施要領について」ṕ Ệ

ị 30 וֹ 0930 1 ḱ Ṗのルールに従う必

要があります

◼ ︡ḭルールに従ったオンライン服薬指導を実施する体制が整っていない場合には、
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ḱ ךּ ךּ Ṣṕ Ễ Ệ 10 Ṗ ḭ時限的・特例קּ

的な取扱いとして、電話やオンラインによる実施が認められています
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◼ 調剤した薬剤を患者宅等へ配送する場合はḭṡ אל פּ ךּ

Ṣṕ Ệ ễ 31 Ṗ ḭ患者の了承を得た上で、当該薬剤の品質נּ

の保持や患者への確実な授与等がなされる範囲で実施︡ שּ ךּאל

➢ オンライン服薬指導について

●「オンライン服薬指導の実施要領について」

ṕ Ệ ị 30 וֹ 0930 1 ḱ Ṗ

●「調剤された薬剤の薬局からの配送等について」

ṕ Ệ ễ 31 Ṗ

➢ 新型コロナウイルス感染症を踏まえた時限的・特例的な取扱い

●「新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた
診療等の時限的・特例的な取扱いについて」ṕ Ễ Ệ 10 Ṗ

電 話 や オ ン ラ イ ン に よ る 服 薬 指 導 を 行 う 場 合 の 調 剤 報 酬
ṕẑṖ ךּ ḭ ︡

厚生労働省 薬局・薬剤師に関する情報

令和５年７月31 日まで 令和５年８月１日以降
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診療報酬上の取扱い終了
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https://www.mhlw.go.jp/content/000624983.pdf


新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 位 置 づ け 変 更 に 伴 う
主 な 診 療 報 酬 上 の 特 例 の 取 扱 い に つ い て

対応の方向性・考え方 現行措置（主なもの） 位置づけ変更後（令和５年5月8日～）
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◼ 令和５年５月８日以降、以下の考え方の下、診療報酬上の特例について見直しを行います
◼ 冬の感染拡大に先立ち、今夏までの医療提供体制の状況等を検証しながら必要な見直しを
行った上で、令和６年度診療報酬改定において、恒常的な感染症対応への見直しを行います



位置づけ変更後の新型コロナに罹患した医療従事者の
就業制限解除の考え方について

（ 医 療 機 関 ・ 医 療 従 事 者 向 け の リ ー フ レ ッ ト ）

令和５年５月８日以降、新型コロナ患者は、法律に基づく外出自粛は
求められません。外出を控えるかどうかは、個人の判断に委ねられます
以下の情報を参考にして、各医療機関において新型コロナウイルスに
罹患した医療従事者の就業制限を考慮してください
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国公立大学附属病院感染対策協議会 病院感染対策ガイドライン2018 年版
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インフルエンザ施設内感染予防の手引きṕ 25 11 Ṗ
︡ ḭ צּ ︣ נּ כֿ ︣

現行のインフルエンザの就業制限等の考え方

◼ 位置づけ変更後の新型コロナ患者の療養の考え方（参考）
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有症状者における感染性ウイルス量（TCID 50/ mL ）の推移
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